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知財情報の活用 

特許調査 

第７回 

白鷗大学 
杉 山  務 

平成２９年１０月１３日 

報告書① 

29年度7【知的財産法】杉山 務 

なぜ先行技術調査が必要か 

発明を創造する 

発明を特許権とする（発明の保護） 

特許権とは，独占的に発明を実施する権利 

実施により利益を上げる（発明の利用） 

上げた利益を研究開発の資金として次
の発明を創造（発明の奨励） 

 企業の発展，国際競争力の向上 
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類似特許がない 

基礎技術開発 

類似特許多数あり 

特許調査 

知財経営の特許調査 

市場リード 

マーケットコントロール 

の可能性大 

技術開発 

基礎発明・改良発明 

特許出願 

高い利益率の確保困難 

クロスライセンス 

事業撤退 
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研究開発 技術動向調査 

出願前調査 

他社権利調査 

◎重複研究の回避＝過去の存在技術，今後 

 開発すべき技術の把握 

◎発明の手がかり＝他人を知ることで，新 

 たなアイデアを見いだす（特許のすきまを埋める， 
 代替技術） 

◎技術変化，商品需要予測 

◎無駄な出願の防止 

◎明細書作成の参考 

◎従来技術の正確な把握 

◎他社権利との抵触関係調査 

  ＝出荷差し止め，損害賠償の未然防止 

◎他社からの技術導入・提携の検討 

設 計 

製造前 

出荷前 

侵害警告 公知例調査 
◎権利の阻止＝他社権利の出願前の公知例 

  を調査（特許文献，雑誌・カタログ等） 

発明創出 

特許情報の活用 
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https://www.j-platpat.inpit.go.jp/web/all/top/BTmTopPage 
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知財調査費用 

平成２１年９月１０日現在 

出願前新規性調査；４．５万円～６万円（難件） 

無効資料調査：１２万円～１５万円（複数クレーム） 

意匠調査：４．５万円～６万円（難件） 

図形商標調査：１．８万円～２．８万円（円図形） 

アルトリサーチ(株) 
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知財調査課題 

「Ｊ-Ｐlat Ｐat」を利用して，新製品の特許文献を調査
し，権利が有効なもの１件について，A4用紙1枚に報
告書としてまとめ，提出のこと（体裁自由） 
 ※ ネット利用，スーパーや電機店でヒアリングしてみるのもよい 

 報告書には，特許品の内容と，特許番号の記載に
加え，所感，提出者名も忘れずに 表紙不要 

鉛筆不可 

提出期限：10月2６日(木) 

提出場所：2階レポート提出ボックス（Ｇ４） 
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【第２６回２級（管理業務）学科試験】問１９ 

ア～エを比較して，特許調査のための検索手法に関して，最も
適切と考えられるものはどれか。 

ア キーワード検索は，直感的でわかりやすく，同義語について
は特に考慮する必要はない。 

イ Ｆタームは統一された特許分類であり概念の幅が狭く，これ
を用いることによりノイズの少ない検索を行うことができる。 

ウ Ｆターム，ＦＩを用いて検索する場合，具体的にどのように分
類記号が付与されているかについて，正確な理解をしておく
ことが必要である。 

エ 米国特許公報についても，Ｆターム，ＦＩを用いて検索するこ
とができる。 

29年度7【知的財産法】杉山 務 

ま と め 

ご清聴 ありがとうございました 

杉 山  務 
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８回（１８日：水）は，特許審判とはどういうものか。 


